
確認プリント解答【中学校２年生】資料の活用 
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（解答例） 
全校の回答用紙９０枚をくじにする場合は全部で９０通りの出方が

あり，Ｆが選ばれるときは，場合の数が２７通りなので確率はであ

る。また，１年生の回答用紙５０枚だけをくじにする場合は全部で５

０通りの出方があり，Ｆが選ばれるときは，場合の数が２０通りなの

で確率はである。２つの場合の確率を比べると，よりの方が大き

い。よって，全校の回答用紙９０枚をくじにする場合よりも１年生の

回答用紙５０枚だけをくじにする場合の方がＦが選ばれやすい。 
 

 

 


